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〔要 旨〕

本稿では、「みんなの教材サイト」で公開している「JFS読解活動集」の制作方針と概要、制作の流
れについて報告し、その特徴と評価について考察する。本教材は、JF日本語教育スタンダード準拠教
材として、現実社会での課題遂行のための読みをレアリアまたはそれに近い素材を用いて行うものであ
り、読解タスク、異文化理解・相互理解のための発展活動、評価までの一連の活動の流れを、教師向け・
学習者向けのワークシートとして提供している。各教材には目標Can-do のレベルが示され、目標Can-do
のカテゴリーとトピック、テキストタイプ、文章の長さと難易度などの点から、A１からB１レベルまで
の特徴が反映されている。ユーザーからは制作方針にも合致した肯定的なフィードバックが得られてい
る。最後に、執筆者、ピア執筆者、編集担当者による制作体制によって、JFSが「内省」と「対話」
のためのツールとして機能した点についても述べる。

１．はじめに
「JFS読解活動集」は、現実社会で必要となるような読みを学習活動としている読解教材

である。JF日本語教育スタンダード（以下、JFS）に準拠した読解教材として、２０１５年１２月

から２０２０年６月にわたって「みんなの教材サイト（https://minnanokyozai.jp/）」（以下、教材サ

イト）に定期的に１本ずつ公開し、現在、A１レベル１４本、A２レベル１２本、B１レベル１２本の読

解教材が掲載されている。読む素材は学習者用にやさしく書き直したものではなく、レアリア

またはレアリアに近い素材で、それらを使って、Can-do で示された目標に合わせた課題達成

のための読みの活動を行う。

本稿では「JFS読解活動集」が開発された背景と教材の概要および制作の流れについて報

告し、教材の特徴とアクセスログおよびユーザーコメントによる評価について述べる。

２．開発の背景
「JFS読解活動集」の開発背景には、JFSの公開と教材サイトの運営がある。JFSは、２０１０

年に国際交流基金が発表したもので、「グローバル社会で重要なのは人間同士の相互理解であ

る」という理念のもと、日本語教育の実践を支援するためのツールとして開発された（国際交

流基金 ２０１７）（１）。JFSは教育実践の枠組みとして利用するもので、実践が振り返りやすくなり
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（内省）、教師同士の話し合いや情報交換がしやすくなる（対話）ことを目指した、「「内省」

と「対話」のツール」（国際交流基金 ２００９：２１）である。また、学習の方法として、文法や語

彙といった言語知識を切り離して学ぶのではなく、学習者が自他の文化を理解し尊重し、現実

社会で必要となる具体的な課題に取り組むことを通じて、コミュニケーション力を伸ばすこと

を提案している。そのような学習デザインが具体化された JFS準拠の教材として、コース

ブック『まるごと 日本のことばと文化』の市販が２０１３年から始まった。

「みんなの教材サイト」は、国際交流基金日本語国際センターが２００２年から運営する教師支

援サイトである。特徴は、世界中の教師がユーザー登録することで、日本語教育用に作られた

素材を著作権許諾の手続きをせず無料で自由に利用できることである（２）。現在、教室活動・読

解・イラスト・文法解説・ユーザーの投稿による素材など、合計で約１２，０００点が検索・利用で

きる。サイトの公開以来、さまざまな現場で教える教師たちのニーズやリクエストに応える素

材を提供することを基本的な方針にしている（島田ほか ２００３、赤澤ほか ２００９、伊藤ほか ２０１９）。

特に、楽しい授業活動、リアルな日本を伝える素材、コミュニケーション力を育てる授業につ

ながる素材などを掲載してきた。そして、ユーザーからは言語学習の目標の変化や教授法に対

する考え方の変化に応じて、新たな物が常に求められてきた。

こうした状況を背景に、JFSが提案する課題遂行と異文化理解を重視し熟達度のレベル基

準が明示された新たな JFS準拠教材として「JFS読解活動集」を開発し、教材サイトで無料

提供することとなった。

３．教材の方針と概要
教材の開発は次のような方針のもとに行われた。まず、JFSを教材開発のツールとし、レ

ベルやコミュニケーションに関する考え方

は JFSに基づいた。そして、現実社会で

どのような課題の遂行のために読むのかを

Can-do による目標で明示し、教師と学習

者が目標を簡単に共有できるようにする。

Can-do は、海外の学習者にとって現実的

である、あるいは将来遭遇し得るものとす

る。読解用の素材はできる限りレアリアを

用いるようにし、本物の魅力を活かし、再

編集する必要がない素材とする。そして、

異文化理解や相互理解のための活動を重視

し、学習者同士が理解し合う楽しい活動を
図１ 「目標Can-do」と「活動の流れ」
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提案する。サイト上での提供という特性か

ら、プリントアウトしてそのまま使える

PDF版と、現場に合わせてアレンジする

ことができるWord 版を提供することとし、

教師へのヒントや解答が掲載された「教師

用」（PDF版とWord 版）と、そのままワー

クシートとして使える「学習者用」（ルビ

無とルビ有の２種類。Word 版のみ）の計４

種類のダウンロードファイルを提供するこ

ととした。

教材の構成は、A１～B１で少しずつ異な

るが、教師向け解説などが記載された教師

用ファイルの内容について、B１シリーズ

を中心に説明する。まず、冒頭に「目標Can-do」を提示する。JF Can-do や CEFR Can-do（３）

をもとにMY Can-do（４）を作った場合は、元にしたCan-do も教材に併記する。次に、「活動の

流れ」として、【１】準備、【２】読む、【３】発展、【４】自己評価のアウトラインを提示し、それ

ぞれのねらいを記す（図１）。

【１】準備では、イラストやデータを使って、これから読む読解素材のテーマについてブレ

インストーミングを行う（図２）。これから読む素材のテーマについて前知識をインプットした

り、そのテーマについて自分自身のことを

振り返ったり、自分の国や他の国のことな

どについて考え、時には母語を使ってもよ

いとしてクラスメートと意見交換をしたり

する。読解素材に出てくるキーワードとな

る語彙や漢字を、ここで事前にインプット

する場合もある。ここでの活動は、読む前

に背景知識を活性化したり、動機づけした

りできるように工夫している。

【２】読むでは、レアリアやそれに近い

読解素材を、辞書を引かずにまずは自力で

読んでみることに挑戦する（図３）。読解素

材に付随するタスクは、A１では部分的な

ごく基本的な情報が理解できたかどうかの

図２ 「準備」

図３ 「読む」活動とタスク

国際交流基金日本語教育紀要 第１７号（２０２１年）

－34－



内容確認が中心であるが、レベルが上がるにつれて、書かれている内容を推測したり、テキス

トのどの部分にどのような内容が書かれているか考えてみたり、自分の母語で書かれたテキス

トと書き方の似ている点や異なる点があるかどうかを発見したりといったストラテジー的なタ

スクを行う。B１レベルになると、このレベルで求められる言い換え・要約といったタスクや、

読解素材からの情報と自分がすでに持っている知識を複合的に照合して読むタスクなども体験

する。こういったタスクのねらいや留意点、解答例などは青字の「先生へ」に記されている。

【３】発展では、異文化理解や相互理解

に発展させる活動を行う（図４）。例えば、

メニューを素材に扱ったA１ではメニュー

を使った注文の会話を、A２ではメニュー

やレストランのシステムについて、自国と

比べてみたり日本人の習慣や考え方などに

ついて考えたりするタスクを行う。メール

やブログ、ユーザーレビューなどを読む教

材では、読んだ素材を参考に、自身でも書

いてみるタスクを行う。

【４】自己評価では、冒頭に提示した目標Can-do が達成できたかどうか３段階の自己評価を

行う。最後に、「■ほかに使える素材」や「★もっと読むなら」で、関連して活動に使える素

材や参考文献、検索方法などを紹介している。

４．制作の流れ
教材の制作にあたっては、編集担当者数名と、各教材につき執筆者１名、ピア執筆者（５）１～２

名が協力して行った（６）。以下、制作の流れとおおよその期間、編集担当者、執筆者、ピア執筆

者それぞれの作業を表１に示した上で説明する。

４．１ 目標Can-do の選択と決定

教材制作はA１レベルから順に進めていった。各レベルの教材制作を開始するにあたって、

まず、JFSのコミュニケーション言語活動のカテゴリー「受容」のうち、書きことばに相当

するCan-do の中から、編集担当者と執筆者が相談し、作成する活動のCan-do を選択した。

Can-do の選択にあたっては、「３．教材の方針と概要」で述べたように、海外の学習者にとっ

て現実的な、あるいは将来遭遇する可能性のあるタスクを作れるかという点を重視した。また、

シリーズ内で、Can-do のカテゴリーとトピック（７）が偏らないようバランスを考慮した。A２レ

ベルの教材の制作時からは、カテゴリーとトピックのバランスに加え、A Core Inventory for

図４ 「発展」と「自己評価」
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General English（８）（以下、Core Inventory）のテキストタイプ（９）（North B., Ortega A. & Sheehan

S. ２０１５：３６）を参考に、各シリーズ中のテキストタイプのバランスも考慮しながら、目標

Can-do を選択した。

４．２ 原稿作成

執筆者は、自分が作成する教材の目標Can-do が決まったら、タスクおよび素材を考え、「教

師用」原稿の初稿を作成した。作成に際しての留意点は、主に以下の２点である。

①リアルなタスクであること（オーセンティシティの重視）。具体的には以下の点を考慮する。

・読む場面：実際にある場面か。

・読む目的：実際の読む目的に沿っているか。（例えば、人がメニューを読む目的は何か）

・読み方：実際の読み方に沿っているか。（例えば、注文するためにメニューを読むとき、

人はどんな順番で、どのように情報を取りながら読んでいくのか）

・素材：レアリアまたはレアリアに近い素材か。（例えば、レアリアに近い素材を作成する

場合は、テキストを現実には見かけないような表現で書いたりしていないか、学習者に

は難しいからという理由で、不自然なルビを振ったりしていないか）

以上のように、さまざまな観点からリアルであることを重視し、あくまでも学習者は目標

Can-do を達成すればよく、素材すべてを理解する必要はない教材として作成した。また、必

要ない情報を読み飛ばすことができることも読む能力の一環であると考えた。

②場面、状況、役割などの文脈を明確にすること。

指示文は、教材を使用する教師が、学習者がわかる言語に訳すことを前提にしているが、で

きるだけ易しい日本語で書くようにした。また、写真やイラストを活用し、ことばに頼らずと

表１ 制作の流れ
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も場面や状況等のイメージが伝わるようにした。

加えて、JFSが推奨する課題遂行型の教室活動について理解を深め、多様な使い方に応え

られるよう、原稿には学習の流れや活動の意図などの教師向け情報を明示することにした。

４．３ ピア執筆者・編集担当者によるコメントおよび修正

執筆者による初稿ができたら、ピア執筆者と編集担当者がコメントを入れ、意見交換しなが

ら執筆者が修正をする、というプロセスを何度か繰り返した。執筆者とピア執筆者は、教材ご

とに持ち回りで担当した。すなわち、ある教材のピア執筆者は、他の原稿では執筆者となる。

それにより、ピア執筆者は、執筆者としての視点も持ちながら、客観的な観点からもコメント

をすることが可能となった。

編集担当者およびピア執筆者からのコメントや議論に基づき、執筆者が修正を繰り返し、原

稿の内容面がほぼ完成した。

４．４ 素材作成

原稿が完成に近づいた段階で並行して、写真やイラスト、全体のレイアウトなど、ビジュアル

面の素材作成を開始した。課題遂行を目的とする教材において、写真やイラストは、単なるイ

メージや装飾ではなく、タスクの場面、状況、役割などの文脈の設定に重要な役割を果たす。

執筆者が自分でレアリアを調達したり、レアリアに近いものを作成したりした場合もあるが、

その範囲を超えるものについては、意図や条件を編集担当者と相談し、写真やイラストを業者

に発注した。いずれの場合も、可能な限りレアリアを使用するようにし、以下のような方法で

調達した。

・街で見かけたレアリアの所有者に使用許可を得る（例：店の看板、メニュー）

・周りの人が実際に持っているもの、使っているものを提供してもらう（例：実際にもらっ

た年賀状、同僚が書いた伝言メモ）

・関係者に依頼して実際の写真を撮ってもらう（例：レストランの内部、仕事中のレスト

ランの従業員、家族の生活、家にある電化製品）

著作権等の問題でレアリアが使用できない場合は、できるだけレアリアに近いものを以下の

方法で作成した。

・国際交流基金が所有している写真やイラスト、著作権フリーの素材、自作のイラスト、自

分で撮った写真等を使って、執筆者または編集担当者が作成する（例：ブログ記事、観光

パンフレット、ポスター）

教材全体のレイアウトについては、見やすさ、わかりやすさ等に留意して、編集担当者が執

筆者と相談しながら作成した。
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以上で、原稿のビジュアル面が仕上がり、まず、活動のねらいや解答等をすべて含んだ「教

師用」原稿を執筆者が完成させた。その後、教師向けの説明等を除いた「学習者用」原稿を編

集担当者が作成した。

４．５ 教材の試用および修正

原稿がいったん完成した後は、国際交流基金日本語国際センターに滞在する日本語非母語話

者教師（以下、研修参加者（１０））に実際に取り組んでもらった。研修参加者たちは、日本語や日

本語教授法などの研修を受けるために来日している日本語教師であるが、自分自身も長く学習

してきた日本語学習者でもある。まずは、学習者の立場でこの教材のタスクに取り組んでもら

い、終了後に、学習者および教師の両方の観点からフィードバックをもらった。

学習者としての観点からのフィードバックでは、字の大きさや色、フォント、配置などの見

やすさ、指示文や選択肢のわかりにくさ、答えにくさなどの指摘を得た。教師の視点からの

フィードバックとしては、Can-do やタスクの難易度はどうか、教材の内容が自分の学習者の

興味に合致しているか、タスクや素材が自分の学習者にとって役に立つものであると思うかな

どについての意見や感想を得た。また、例えばパッケージ旅行のパンフレットを読むタスクに

おいて、パッケージ旅行自体に馴染みがなく、日本語は読めていても内容が理解できないといっ

た文化的背景の違いに起因する難しさの指摘など、多様な文化を持つ研修参加者ならではの貴

重な意見も得られた。

研修参加者から得た、以上のようなフィードバックや示唆を執筆者と編集担当者が共有し、

必要な修正を行い、最後にピア執筆者も参加の上、最終チェックをして教材を完成した。完成

した教材は、１本ずつ定期的に教材サイトに公開した。

５．「JFS読解活動集」の特徴
完成した「JFS読解活動集」の特徴について、目標Can-do のカテゴリーとトピック、テキ

ストタイプ、文章の長さと難易度の点から述べる。

５．１ 目標Can-do のカテゴリーとトピック

表２に示すのは、「受容（書きことば）」の各カテゴリーに分類されるCan-do の総数と、そ

れぞれのレベルの教材で採用した目標Can-do の数である。

各カテゴリーのCan-do の数を見てみると、部分的な情報を検索する「必要な情報を探し出

す」読みは、A１がもっとも多く、レベルが上がるにつれて減っている。一方、「情報や要点を

読み取る」といった全体的な読みは、レベルが上がるにつれて増えている。「JFS読解活動集」

もこれらCan-do を基本として制作されているため、読む活動のタスクタイプとしては同じ傾
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14 12 12

向で作られていることがわかる。

表２ 各カテゴリーのCan-do 総数と教材で目標Can-do として採用した数

また、各読解素材のトピックの分

布は表３のとおりである。数字は、

各レベル中の教材の数を表す。リア

ルな日本を伝えるのにふさわしい幅

広いトピックが制作されたことがわ

かる。また、「１０．自然と環境」「１４．

社会」「１５．科学技術」など、社会

的で抽象的な話題のトピックがB１

シリーズから扱われている点もレベ

ルの特徴を反映している。

５．２ 読解素材のテキストタイプ

表４は、A１シリーズの１４点、A２シリーズとB１シリーズの各１２点で扱っている読解素材のテ

キストタイプの分布を、Core Inventory で書きことばのテキストタイプとして提示されている

Written Sources（１１）上に表したものである。Core Inventory では CEFRのレベルにテキストタ

イプがどのようにマッピングされるか、セルの色の濃淡で示されており教授活動の参考とする

ことができる。ここでは、Written Sources とレベルの交わるセルに、相当する素材の数を示

す。

A１シリーズでは、「１．看板・標識」を扱っているものが５点、「１９．事実に基づく記述」と

「３０．ポストカードのメッセージ」を扱っているものが３点ずつで比較的多いが、A１レベルと

特定されているテキストタイプはおおむね満遍なく教材化している。A２レベルになるとテキ

ストタイプが増えるため、１２点の読解素材では網羅したとは言いがたい。しかし、複数回取り

上げた「１３．パンフレットとチラシ」、「３．取扱説明書」、「３１．ショートメール／ツイッター」

などのテキストタイプは、制作方針で挙げた「海外の学習者にとって現実的である、あるいは

将来遭遇し得るタスクである」といった点において、他のテキストタイプよりは汎用性が高い

と考えられる。

表３ JFSトピックに基づく読解素材の分布
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B１レベルでは、Ａレベルと異なるBレ

ベルらしさを確保するため、CEFR「共

通参照レベル：自己評価表」（Council of

Europe２００８：２８）におけるB１の「読む

こと」に記されているキーワード「非常

によく使われる日常言語」「自分の仕事

関連の言葉」「起こったこと、感情、希

望が表現されている私信」や、B１の

CEFR Can-do の「受容（書きことば）」

に表れる「長いテクスト／テクストのさ

まざまな部分／別のテクスト」「主張の

はっきりした」「簡単な新聞記事から重

要点」といった文言を参考に、ある一定

の長さのテキストを横断的・複合的に読

めること、筆者の主張の理解、公的な文

書における主要な情報の理解といった要

素を取り入れるよう意識した。そのため、

B１レベルのテキストタイプの選択にお

いては、Ａレベルでも扱った「１３．パン

フレットとチラシ」なども引き続き扱う

ものの、「２０．新聞＆雑誌記事」、「２１．

事実に基づく文章、記事、レポート」、「３２．

文書のやりとり：非公式な文書」、「３３．

私的な叙述」といったBレベルの読解

に求められるテキストタイプを優先的に

選択している。

５．３ 読解素材の長さと難易度

読解活動に用いる文章の長さと難易度を表したものが表５～７である。参考として、該当する

Core Inventory のWritten Sources も共に表示した。

文章の長さは、１つの教材に複数の読解素材がある場合、個々の素材の文字数を内訳欄に、

１つの教材全体の文字数を合計欄に記した。難易度は、「日本語文章難易度判別システム

jReadability（https://jreadability.net/）（１２）」（以下、jReadability）によるものである。

表４ 読解素材のテキストタイプの分布
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A１シリーズで用いる読解素材は、個々の素材の文字数は２５から２７７の開きがあるが、教材ご

との平均は３００字超である。注目すべきは jReadability による難易度で、A１レベルの読解であっ

ても、テキスト自体は初級前半から中級後半までの広範囲にわたるレベルの素材を用いている

ことで、実に半数の読解素材が中級以上と判定されている。これらのテキストタイプを見ると、

営業時間や定休日の表示やお知らせ、メニュー、職場の行動予定表、地域のイベントポスター、

お祝いカードなどの定型文、値段や値札の表示、鉄道の切符や飛行機の搭乗券といった、現実

社会におけるリアルなものであることがわかる。これは、「３．教材の方針と概要」でも述べた

表５ 教材ごとの読解素材のテキストタイプ、文章の長さ、難易度（A1）
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表６ 教材ごとの読解素材のテキストタイプ、文章の長さ、難易度（A2）

ように課題遂行の観点から敢えて重視した点であり、読解活動に用いるテキスト自体は難しい

ものであっても、学習者に求めるタスクの難易度を調整することによって、課題の達成のため

に必要な読みの活動に学習者が取り組めることを目指したからである。実際、中級後半に判別

されている「７．催し物のポスター」「１０．値段」「１２．出発時刻や座席番号」では、Can-do カ

テゴリー「必要な情報を探し出す」に基づき、日付、場所、漢数字、時間、座席番号など、ご

く基本的な情報を探し出す活動のみを行う。

A２シリーズでは、各教材で扱う文字数は平均して５００字超である。A１シリーズと同じく半数

が中級以上と判別された読解素材であるが、それらは食品パッケージ、和食のメニュー、観光

パンフレット、クーポン、求人広告、公園の注意書き、薬袋や処方箋の説明といった現実社会

にあるリアルな素材である。一方で、A２レベルになるとCore Inventory における「３１．ショー

トメール／ツイッター」「３３．私的な叙述（ここではブログ）」といったある一定の長さのテキ

ストが扱われるようになり、全体の大意をとる読みに挑戦する。これらの素材を用いた教材

（「２．旅行先からのメールやSNSを読む」「１１．待ち合わせに遅れることを知らせるメッセー
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表７ 教材ごとの読解素材のテキストタイプ、文章の長さ、難易度（B1）

ジを読む」「１２．ブログを読む」）は、読解素材の難易度自体は初級前半か後半のもので、個々

の文章の長さは平均して２５０字前後となる。

B１シリーズでは、テキストタイプが「２０．新聞＆雑誌記事」「２１．事実に基づく文章、記事、

レポート」「３３．私的な叙述」といったある一定の長さを持ったテキストが中心になること、

そして１つあたりの文章の長さが１，０００字超になることが特徴的である。難易度は、ほとんどが

中級前半から後半に判別されているが、唯一初級後半に判別された「３．ユーザーレビューを

参考に商品を選ぶ」であっても、４点の商品情報および１点につき３件のユーザーレビューとい

うトータルで３０００字超の長文を読み総合的な判断を行うという、複合的な読みを求めるもので

ある。また、「４．悩み相談サイトに投稿された相談とアドバイス」「７．留学についての相談

メール」のように、Core Inventory で「３２．文書のやりとり：非公式な文書」とされる書きこ

とばによるやりとりを読み解く活動や、中級後半に判別された「５．ペットについての記事を
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読む」「９．東京五輪について書かれた文章を読む」「１１．AI の可能性について書かれた雑誌記

事を読む」「１２．キャッシュレス決済について書かれた新聞記事を読む」など、記事を用いて

主要な情報や筆者の主張を理解する活動が設定されていることが、B１シリーズの特色である。

６．ユーザーによる評価
本章では、教材サイトのアクセスログとユーザーアンケートや教材自体に寄せられたコメ

ントから、ユーザーによる評価について考察する。

６．１ アクセスログによる評価

A１シリーズからB１シリーズにかけての読解教材のサイト公開日およびシリーズごとの総

ページビュー（以下、PV）数（１３）と１日あたりのPV数は、表８のとおりである。

当然のことながら、総PV

数は公開の早い順に多いが、

注目すべきは１日あたりの

PV数で、B１シリーズのPV

が抜きんでて多いことである。これは、B１シリーズの公開日が本稿執筆時から近いため、教

材サイトにおいては「新着素材」へのアクセスが通常的に多いことが影響している可能性もあ

るが、多くの教育現場で本格的な読解活動が求められてくるのがBレベル以降で、素材として

の需要が高いということも考えられる。一方、A１シリーズにおいては、読解素材がレアリア

であったり限りなくそれに近い素材であったりすることから、現場では使いにくさが感じられ

ているかもしれない。「４．２ 原稿作成」において、課題遂行型の読解活動ではすべてを読んで

理解する必要はなく、必要な部分だけを理解できればいいこと、時には必要のない部分は読み

飛ばすことも肝要と記したが、A１では学習事項が多く、課題遂行型の読解を取り入れる時間

的余裕のない場合が多いことや、A１レベルの学習者にレアリアに挑戦させることに対する戸

惑いが教師自身にあるのかもしれない。

６．２ ユーザーコメントによる評価

教材サイトには、ユーザーが素材に直接コメントをつける機能があるが、「JFS読解活動集」

には、以下のようなコメントがつけられている。

・素材を自由に切り貼りしてもいい点がうれしい（A１「６．旅先からのメールやハガキ」）

・ユニークな教材で、楽しく勉強できそう（A２「１０．四コマ漫画」）

・「読む前に」で、話が盛り上がりそう（A２「１１．待ち合わせに遅れるメッセージ」）

・教材をそのまますぐ授業に使える（B１「９．東京五輪」）

表８ シリーズごとの総PV数と１日あたりのPV数
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・準備から評価まで丁寧に流れが組み立ててあり、役に立った（B１「１１．AI の可能性」）

また、毎年１回実施しているユーザーアンケートにおいても、読解については「読解の教材

としてとてもよく整っている」「レベルごとの読解教材も大変助かっている」「著作権の問題な

どにより、読解は公開されているものがあると助かる」といった意見が寄せられている。これ

らのコメントから、制作方針や作成上の留意点である学習の流れや活動のねらい等の明記や、

切り貼りしてもそのままでも自由に使える点などが、肯定的に受け止められていることがわか

る。また、教材の試用に協力した中等教育段階で教える研修参加者からは「国の教育方針とし

て課題遂行型の日本語授業が求められているため、レベルのついた課題遂行型の教材を提供し

てくれて非常に助かる」といったコメントも聞かれた。教材サイトのコメントには他にも、「導

入のイラストがわかりやすくて、会話が広がりました。自分の仕事を将来AI に任せられるか

も考えてもらい盛り上がりました。このような新しい情報の教材を定期的に提供して欲しいで

す」など、実際に授業で使ってみた際の学習者の様子や、リアルな日本を伝える新しい教材を

求める意見も寄せられている。今後、制作教材の方向性を検討していく上で、これらのフィー

ドバックをぜひ参考にしていきたい。

７．おわりに
以上、教材サイトで公開している「JFS読解活動集」の開発および教材の特徴とユーザー

評価について述べた。本教材には延べ３０名以上の日本語国際センター専任講師が関わったこと

により、それぞれの個性あふれるテイストの異なる活動集が完成した。ユーザーのコメントか

らも、教材サイトで広く提供される教材として、多様な現場で教える教師の多様なニーズに応

えるものになり得たと自負している。そして、この教材制作にあたって得られた何よりの成果

として、ピア執筆による協働が挙げられる。個々の制作過程では、講師それぞれが JFSをど

のように理解しているか、「読める」という能力をどのように考えているか、また、読解素材

としてのリアルさの追求と教材としての使いやすさのジレンマをどのように解消するかなど、

さまざまな観点からの議論が重ねられた。率直な意見交換のできた制作過程は、ベテラン講師

にとっても若手講師にとっても、新たな視点を獲得する契機となった。これは、教材を制作す

るための枠組みとして、JFSが「「内省」と「対話」のツール」（国際交流基金 ２００９：２１）の

機能をうまく果たした好例と言えるだろう。この制作過程が、多くの現場で教材開発の参考に

なれば幸いである。

今後も、この読解教材を多くの教師に現場で使ってもらうため、さらなる広報に努めると共

に、ユーザーである世界中の日本語教師のニーズやリクエストを正確に把握し、言語学習の新

しい潮流に適う教材を提供していきたい。
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〔注〕
（１）JFS はコミュニケーションの捉え方と言語の熟達度を、CEFRと同じ枠組みで提示し、諸外国の言語と
もレベル尺度やコミュニケーションの捉え方を共有する（国際交流基金 ２０１７）。

（２）２０２０年８月現在、延べ登録ユーザー数は１９３か国・地域、１３５，７３０名。直近１０年の年間平均PV数は
２，６２３，８０９。

（３）JFS で提供するCan-do には、４９３個のCEFR Can-do と５５２個の JF Can-do がある。CEFR Can-do は
CEFRが提供する汎言語的な記述のCan-do で、抽象性や包括性が高い。JF Can-do は国際交流基金が
独自に作成したCan-do で、日本語のコミュニケーション言語活動を例示したもの（国際交流基金
２０１７：１９）。

（４）「MY Can-do」とは、JF Can-do や CEFR Can-do を参考に、各教育現場に合わせて作成するCan-do の
こと。すでにあるCan-do は網羅的なものではないため、JFSは自分の現場に合ったCan-do を作るこ
とを提案している（国際交流基金 ２０１７：１８）。

（５）「ピア執筆者」は、教材作成の過程で、教材利用者もしくは一教師としての目で教材を見て、感想や助
言を述べたり、アイデアを提供したりする役割を担った。

（６）各シリーズの執筆者および編集担当者は、以下の日本語国際センター専任講師（執筆当時）。執筆者は
５０音順、編集担当者は担当順で記す。
A１ 磯村一弘、上原由美子、尾関史、高偉建、佐藤智照、二瓶知子、藤長かおる、山本実佳、横山紀子
A２ 伊藤由希子、上原由美子、大舩ちさと、篠崎摂子、中尾有岐、二瓶知子、濱田典子、山本実佳
B１ 有馬淳一、石山友之、上原由美子、押尾和美、来嶋洋美、木谷直之、木村亮子、柴原智代、羽吹幸、

山下悠貴乃、山本実佳
編集担当者 横山紀子、夷石寿賀子、上原由美子、長坂水晶、伊藤由希子、羽吹幸

（７）JFS では、言語活動を例示するCan-do は CEFRに準じて「受容」「産出」「やりとり」に分類されてお
り、それぞれがより詳しいカテゴリーに分類されている。「読むこと」に関するカテゴリーは、「読むこ
と全般」「手紙やメールを読む」「必要な情報を探し出す」「情報や要点を読み取る」「説明を読む」の
５つ。また、日本語のコミュニケーション言語活動の例を示した JF Can-do には、それぞれトピックが
ついており、言語活動の場面や内容が、よりイメージしやすくなっている。

（８）Core Inventory とは、CEFRのレベル別に英語の特徴を記述したもので、CEFRに基づいて教える教師
が、各レベルで、何をどのように教えるべきなのか、サポートすることを目的に開発されたものである
（根岸 ２０１２）。

（９）テキストタイプとは、文章や談話の種類のことである。
（１０）日本語国際センターでは、海外の教育機関で日本語を教える現職教師に対する教師研修を実施している。
平成元年の開所以来の３０年間で、約１２０か国・地域から１２，０００名近くの研修参加者が来日している。

（１１）１～３３のWritten Sources は執筆者私訳。
（１２）jReadability ではリーダビリティ公式を用いて、文章の読みやすさを６レベルに自動判別する。
（１３）総 PV数は、公開日から２０２０年７月３１日現在までのもの。
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